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博物館 に つ く虫

森　　八郎

　
一

口 に 博物館 とい っ て も，その 種類

は きわ め て 多く，東京 ・京都 ・奈 良 の

国立 博物 館や 上 野の 国立 科学 博物館を

は じめ とし て ，現 在各 県 に さ ら に 国

立 ・
県立 ・市立 ・私 立の 民族博物館 ・

郷土博物鋸
・歴 丈博物館 ・資料館 ・記

念館な どの 多少名称の 異 な っ た博物館

が 続々 と建設 され て お り，一
種の ブ

ー

ム の よ うな傾 向が 窺わ れ る 。 また ，若

干 内 容 を異 に す る が，こ の ほ か 各地 に

は 美術館 ・図 書館 な ど も数 多 く存 在

し，諸種の 害虫問迫 が少 な く な い の

で ，こ こ に 総括 して 記述 し ， 広 く
一

般

の 参考に 供 する こ とに し た 。

　こ れ らの 建物の 内部で は，展示 資料

や 収 蔵資料保存の た め に 平均 して 温度

20
°
C ，　湿度 60％ が 最 もよ い 環境条f牛

とさ れ て い る が．こ の 条 件 は また 害虫

の 繁殖に も好 適で ，1 年を通 じて こ の

温湿 度が 保持 され る な らば，冬季低温

に よ る 害虫の 自然淘汰 もな く，害虫に

とっ て は博物館が パ ラ ダ イス に な る わ

けで あ る。その 上 に 展示資料や収蔵資

料の うち，そ の 材質 が木
・紙 ・

布
・生

物体 ・毛織物 ・皮革な ど 主 とし て 動植

物が 素材で ある場合に は，豊富な飼料

があた え られて い る こ とに な る か ら，

うっ か り油 断 して い る と，害虫が 大発

生 す る の も当然で ある。

　博物館に つ く虫を昆虫の 分類 蓄上 か

らい う と，鞘翅 目・鱗翅 目・網翅 目 ・

膜翅目
・
総尾目・等翅 目 ・噛虫 目 ・双

翅目 ・直翅 目の 9 目に 属 して い る 。 展

示 資料や収蔵 資料が昆 虫 に 加 害 され，

虫 孑Lカ、 ら虫 粉 （糞や 噛 り屑）ヵ融非出 さ

れ て い る の を 見 っ けた ときは J 加 考中

の 昆虫を採集 し て，建煩 を同定 し，そ

の 昆 虫の 生 理 生 態に応 じ た防 除措置を

とらね ば な ら ない の で，虫害に 対す る

保存科 学 は，まず採集 した 昆虫の 団定

か らは じ ま る。以下 に そ の 主 要害虫を

。■ ・INし て お くが，種 類 が お よそ 判明 し

た ら，さら に 図 鑑を参照 され，い っ そ

う了「確に 岡定 され る こ とをお 勧め し た

い 。

　 rl〕　鞘翅 日　（Beetle）Coleoptera
　 　 　 　 こう ち ゆ う

　 い わ ゆ る甲虫類で ，前翅が 硬 い 稍 を な し

てい る の で ，こ の 名称が ある 。カ ツ オ ブ シ

ム シ類 ・キ ク イ ム シ 類 ・ゾ ウ ム シ 類 な どが

は い る。

　 1， カ ツ オ ブ シ ム シ 科 （Dermestid

beetle）Dermestidae

　 本科の 害虫 は 乾 燥 した動 物質の もの を加

害す る こ とを特徴 とす るが，ときに は 乾燥

植物標 本を 加害 した事 例 もあ る．一般 には

皮製品 や書籍の 羊皮 紙 ・皮 表紙 ・装 傾 な

ど，ま た，フ ェル ト・じゅ うた んの よ うな

毛 織物 も加害 され る。

　   匕 メマ ル カツオ ブ シ 厶 シ 　 （Varied

carpet 　beetle）Anthrentts 　 verbasci 　L ，

　 成 虫は体長 1，8・−3，2mm 。体は 黒色で あ

るが，黄色 ・褐色 ・白色の 鱗毛で お お われ
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る。幼虫は体全面黄褐色の 剛毛 で お お わ

れ，特徴ある毛束を もつ の で
，

こ れを覚え

て お くと，マ ル カ ツオブ シム シの 幼虫で あ

るこ とが す ぐ判明す る
。 幼虫が 毛織物 ・蚕

繭・乾 燥動植物標 本 な どの 人 害虫で あ り，書

籍の 装幀を も加害す る。欧州の 博物館では

シ モ 7 リマ ル カツ オ ブ シ ム シ （Museum

beetle）A ．　 m ” seorum 　L ．が名 称 どお り，

博物館の代表的審彑に なっ てお り，本邦で

も広 く分布 して い るが，筆者は 国内の 博物

館 では 採集 した こ とが な く，い っ もヒ メ マ

ル カ ツ オ ブ シ ム シ ば か りで ある。最近千葉

県木更 津の 上総 博物館 にお い て，陳列 ガラ

ス ケ ー
ス の な か に 敷かれ た フ ＝ル トが ひ ど

く加害 され て い た が，博 物 館で は こ の 事 例

が多い 。成虫は 花に 集 まる。 北海道 ・本州

・四 国 ・九 州 ・台湾 ・欧州 な ど 世界 的に 広

図 1　 保存が 悪 く，鼠 苔 ・
広害を うけて い

る藤原 3代 （秀衡）の 遺体 （ミイ ラ）の 背

面

　　
Nit

　　　　　　　　　　　誤 　th　 rl
臥

俺 礎獣
 熱 ぐ 駕 1

驫霑濃 纛譜
図 2　 藤原 3代の ミ イ ラを 加害 した ヒ メ ヵ

ツ オ ブ シ ム シ （幼虫の脱皮殻）
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く分布する。

　  匕 メカツオプシム シ （Black　carpet

beetle）Attagenus ／

’
aponicus 　REITTER

　成虫は 体 長3．5〜4．5mm 。黒褐色。幼虫

は毛皮 ・毛織物 ・蚕繭
・生糸などを加 害す

る 。筆者が 昭和25年に 調査 した 中尊寺 の 藤

原 3 代の ミイ ラ もこ の 虫の 加害 を うけて い

た 。ミイ ラ は 人問の 干物で ある か ら，カ ツ

オ ブ シ ム シ が食害す るの も当然 であるが，

ま こ とに 面白 く思 わ れ た。

　2．　 シ バ ン ム シ 科　（Deathwatch　and

drugstore　beetle，　Anobiid ） Anobiidae

　成 虫の 形 態は ，一般 に 小型 で ，短 く，半

円筒形を呈 し，頭部が下 口 式で，前胸背板

に か くれて い る こ とが 特徴で ある。幼虫は

コ ガネ ム シ 型で ある。

　  ケブ カシバ ン ム シ　（Pubescent　ano ・

　biid）IVicobi” m 　 castaneum 　OLIVIER

　成虫は体長 4 〜5mm 。濃褐色，背面 に

灰黄色の粗毛を 密生 し，本邦に 生 息 す る

A   castaneltm 　var ．　 kirtum 　 Vt翅鞘に 羯

色毛の 不 規則な輪郭の 2 横帯を有す。わが

国 では，国宝や 重文な どの 古い 木造建築物

に 大害を及ぼ して い るばか りで な く，木彫

仏像 ・屏風 ・そ の 他古い 木製品 に まで大 害

図4　 わが国で は 和紙 の 古本の 粛の 横綱的

害虫で あ る フ ル ポ ソ シ バ ン ム シ 成 虫

を あた え て い る 代表的害虫で ある。

　  フル ホ ン シ バ ン ム シ （Book　 borer

　anobiid ） Gastrallus　 immarginatus

　MULLER

成 虫は体ft　3　mm 内外。濃赤褐色。胸
：
醇

の 中夫前が 凸隆 し
， 両側よ り軽 く押 し た よ

うに 圧 せ られた 形態。和紙を使用 した 古い

本や 古文書な どの 代表的害虫。幼虫が 1・ン

ネル 状に 孔 道を 貫通 させ．表 面 に 直 径 1

mm くらい の 虫孔を穿つ
。 凵本 ・

欧州な ど

に 分布，わ が国 で は東日本 に 多い
。

　  ザウテ ル シバ ンム シ（Sauteranobild）

　Fatsogastrallκ S　saPtteri　PIC，

図 3　和紙を使用 した古 霽の 内部まで トソ ネ ル 状に 虫孔を貫 通 させ

る フ ル ホ ソ シ バ ソ ム シに よ る被害 （ペ ージ が 重な り合 っ て 開 くこ と

もで きな い ）　・

　成 虫 は体長 2．5mm

内タト，有打種 よ りや や 」、

さ い が，太い 形態 。 濃

赤褐色で ．体表に 滑か

な微毛が 密生。 加 害状

態は 荊種に 酷似す る。

前種 と ともに 本邦に お

ける古い 本の 代表的害

虫 。 洋書を 加害す る こ

ともある
。 東 口本 よ り

西 日本に 多い 。

　  タバ コ シ バ ンム シ
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図 6　 わが国tCtsけ る木質古文化財 の 大害

虫 ケブ カ シ バ ソ ム シ 成 虫

　 （Cigarette　 beetle）

　 Lasioderma　 serricorne 　FABRI α US

　成虫は体長 2．5mm 内外。 黄赤褐色，黄

色毛を密生、タ バ コ の 葉の 害虫 で あ る の

で ，こ の 名称が あるが，か な り雑食性で ，

染料植物の ム ラ サ キや ア カネの 乾した根に

大繁殖 した こ とがある。乾燥植物質の み な

らず，皮革 ・干物の よ うな 乾燥動物質まで

加害す る こ とがあ る。世界各地 に分布．本

邦では 本州 ・四国 ・九州に 生息。

　  ジン サン シバ ンム シ （クス リ ヤ ナ カ

　 セ ，Drugstore　beetle，　Biscuit　beetle）

　ε如goδ伽 卿 Paniceum　L ．（＝Sitodreρa
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　Panicea，．4nobium　 Panicezam）

　成虫は 体長 2，5mm 内外 。 明赤褐色，灰

黄 色の 微毛を 密生 。 翅 鞘 に 細 い 条 溝 を 有

す。乾燥植物標本，薬草を加 害す る。世界

各地に 分布，本邦で ば本州 ・囮 国 ・ソし州に

生息。

　3．　 ヒ ラ タ キ ク イ ム シ 科 （Powder −post

　beetle）Lyctidae

　昔は わが 国に お い て タ ゲ り 被害が多か っ

た の で．タ ケ シ ソ ク イ と呼ばれ て い た が，

建 築材や家 具 材に ラ ワ γ が 多 く使用 され る

よ うに な っ て ，この 材の 代表的害虫で ある

ヒ ラ タ キ ク イ ム シ は 一般 に ラ ワ ンの ム シ と

い われ る よ うに な っ た。

図 T　博物館の 陳列 ケ ー
ス （ラ ワ ソ 材）を

よ く加害するヒ ラタキ ク イ ム シ成虫

　  ヒ ラタキクイム シ （Lyctus　 powder ・

　post 　beetle，　 LyctUs　 beetle） LyctetS

　brunneus　STEPHENS

　成虫は体長 2，2〜7，0mm 、や や扁平 で，

細長 い 甲虫 。 体色は 赤褐色で あるが、濃色

の 個体 もある。翅鞘の 微毛列は 不 規則 e ラ

ワ ソ ・
ナ ラなど広葉樹辺材の デ ソ プ ン の 多

い （3 ％以上 ）材 の導管に 主 に産卵，孵化

した 幼虫が その 辺材部を食害する e 幼虫で

越冬，春に 蛹 化 し，5，6 月頃木材の 表面

に 直径 1 〜2mm くらい の 虫孔を穿ち，虫

粉 （糞や 噛 り屑）を排出 し，羽 化 した 成 虫

が脱 出す る 。 博物館で は ラ ワ ン 材を使用 し

た 陳列 ケ ー
ス や収蔵戸棚の 被害例が全国 的

に 非常に 多 く，成虫が脱出す る際に ラ ワ γ

材の 上 に お い た展示 品 や収蔵資料を穿孔す

るk’それが ある。元来本種は南方系で ある

の に 対 し，近 以種 ナ ラ 匕 ラ タ キクイム シ

（Oak 正yctid ）　L ，　 linearis　 GOEZE 　は

北方系で ，本邦で ｝よ北海道に の み 生息 した

が，現在は 北海道で 両種 と も採集 され，ま

た ，稀に は 本州に お い て もナ ラ ヒ ラ タ キ イ

ム シが採集 され る。

　 こ の ほ か，本邦には 本科に 属 す る 害虫

に ，近 似の ケ ヤ キ 匕 ラ タキク イ厶 シ （Zel・

kova　 lyctid）L ．5inensis 　LESNE 小型

種の ア ラゲ 匕ラタキクイ厶シ （ヒ メ ヒ ラタ

キ ク イ ム シ 　Srnall　 bamboo 　borer）

Lyctoxylen　刀ρoπκ溺 REITTER 　が生息

して お り，い ずれ も竹材を加害する、

　 4．　 ナ ガ シ ン ク イ ム シ 科 （False 　 pow ・

　 der−post　beetle）　Bostrychidae 　（＝

　 Apatidae）

　 本科 の 害虫は ，形 態が 円筒形に 近 く，黒

色，褐色，小型の 甲虫が多い 。

　   チ ビタケナガシ ン ク イ　（Bamboo

　 powder ・post　beetle） Dinoderus

　 minutus 　 FABRICIUS

　 成虫は体長 2．5〜3．5mm ，3mm 弱の 個

体が多い Q 黒褐色。胸背の 前 半 に 同心 の 半

円周状に 小突起が並び ， 最外側の 小突起は

中央部の 1 対が 割に 離れ，胸背の後半中央

近 くに 1 対の 凹 陥部を 有す るが，近 似種 ニ

ホ ンタ ケナ ガシ ンクイ（Japanese　bamboo

powder ・post　beetle）P ．」砂 o疲 伽 5　LES−

NE は胸背前半 の 最外側の 小突起の 中央部

一 73 一

1対は 割に 接近 し，後半中 央近 くに 凹 陥都

がほ とん どな く，体長が 3．0〜3．8mm ，3．5

mm 内外の 個体が多 く，体色 も前種 よ りや

や 黒い 。

　い ずれ もタ ケ の 害虫であ るが，か な り雑

食性 で，種 々 の 材を穿孔す る。 茨城 県歴史

博物館で は 移築 した 茂木家の 天井の 竹材が

食害 され，さ らに 天井か ら下に 落ちた前種

に より畳が穿孔 され て い た 。

　5．　ヒ ョ ウ ホ ン ム ン 科 （Spider　beetle，

　Ptinid）Ptinidae

　乾燥 動植 物標本の 害虫 と して ，こ の 名称

が つ け られて い る Q

　  セマ ル ヒ ョ ウホ ン ム シ （Globose

　 spider 　beetle）Gibbium　Psyttioides

　 CZEMPINSK 【

　成虫は 体簗 2．5〜3．Omm 。赤褐色。体は

後方 へ 強 く凸隆 し，翅 鞘 は 左右融 台 して 会

合線が 明瞭で な く， 後翅を欠 く。 世界共通

種で，わ が 国 では本州 ・九州 酢こ分布す る。

　  ヒ ョ ウホ ン ム シ　（Spider　beetle）

　 Ptinus　fur　L ．

　戒虫は体長 2．0〜4，3mm 。黄 褐色〜赤褐

色，胸背の 中央 に 相接 す る長 形 の 黄 碣 色毛

塊 1 対を有す。♂は 細長 く，♀は翅 鞘卵形

で，全 体が ひ ょ うた ん形 を 呈す 。 世界共通

種で ，本邦全土 に 分布する。

　 6．　 カ ッ
コ ウ ム シ 科　（C且erid 　 beetle，

checkered 　beetre）　Cleridae

　 小型〜中型，多 くは 細長 く，あるい は 円

筒状。純色 また は 鮮 明色 で，赤 色
・
黄 色 の

斑 紋を有 し，しば しば金属的藍色 。 成 虫幼

虫と もに 捕虫性 で 乾燥 生 物標 本 が加 害 され

る。ア カクビホ シ 力厶 シ　Necrebia　rti一
　　　　　　　　む
ficottis　FABRJCIUS ，ア カ アシ ホ シカ ム シ

N 厂卿 θsDEGEER ，シ ロ オビ カ ッ コ ウ

ム シ Tarsostenus 　 univittains 　ROSSI，厶
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ネア カ チ ビカ ッ コ ウ ム シ （）PetiePalPt｛S

obesus 　WESTWOOD ，ホソ カ ッ コ ウム シ

CladiSCUS　obeliscus 　LEWIS ，ネア カ ヒ メ

カ ッ コ ウ ム シ 　Tillus　 notatus 　 KLUG

な どわが 国に 生息す る種 類 も少な くない c

　 7． ゾウ ム シ 科 （Snout　beetle，　Wee ・

vil）Curculionidae

　 口 吻が 突出 して い るの が 本科の 特徴で あ

るが，博物館に つ くもの は ，古い 木材 ・木

製品 を加 警す るキ ク ィ ゾウ ム シ類が 主て
・
あ

る 。

　   ア カネ ニ セ ク チブ トキ クイ ゾ ウ ム シ

Stenoscelodes　haンashii 　KONISHI

　成 虫 は 体長 2，7〜3．8mm 。光沢ある黒

色，翅鞘の 基都ば赤錫色。麹鞘の 基部近 く

で隆起 し，やす り目状の 突起を装 うが，閲

室は 後方 で小突 起を有 しない 。小楯板は 微

小 で
， 深 く陥没 して い る。湿っ た 本材を好

．
IYで 食害す る。北海道開拓記念館収蔵庫 内

の 古い 木製品多数を 加害 した 報告が ある。

日本全土に 分布。

　  ム ツ ヒゲ キ ク イゾウ 厶シ Hexarthrum

brevicorne　WOLLASTON

　成 虫は 体長 2．7mm 内外。光沢 ある黒

色。口 吻 は 円筒形で ，斜下方 に 突出。小楯

板は 陥没 しな い 。翅鞘の 問室は後方で 鋸歯

状の 小突起を 装 う。 前基節は 互 い に 椙 接

す。触角の 鞭 節が 6 節 よ りな る こ とを 特徴

とする。湿 っ た木材 を嗜好す る
。 本州

・
四

国に 分布。

　8．　 オ サ ゾゥ ム シ 科 Rhynchophoridae

　  ササコ クゾウ （Bamboo 　weeviD

Diecalandra 　elongata 　ROELOFS

　成 虫は 体長 2，7〜4，5mmo 黒色，翅鞘の

4 斑紋は 赤黄 色。全 身に 鮮 毛 を密に 装 う。

口吻は基部近 くで 太 ま り，前胸背板 よ り短

い。腹部 第 1 ・2 節は 中央で 融合 。
タ ケ の

害虫。日本全土に 分布。

　 9，カ ミキ リム シ 科（Longicorn　beetle，

Sawyer）Cerambycidae

　 生 木寄生 性の もの ，枯死木寄 生 性 の も

の ，木材寄生性の ものに分け られ，種類が

きわ め て 多い が，多 くは 含水量の 高い 木材
．

を 好む の で ，博物館で 発生する もの は ，新

築 または 改増築用材，修理材などか らで，

乾燥 した 古い木材か ら年 々 発生する よ うな

こ とば まず ない
。

　  イエ カ ミキ リ　（House　 longicern

beetle，　 House　 borer） Stromatium
longicorne

　NEWMAN

　成虫は 体長 15〜25皿 m
。 赤褐色また は暗

褐色。灰 白色の 微毛で おお わ れ る。前胸背

板は長 さ よ り幅が底 く，不 規則 な しわ と点

刻を もつ 。翅鞘 に は 小点刻を 密布，点 刻閭

iよ非常｝こ 細密｝こ 点刻 され，さ らi・こ背 面に 裸

点刻を 粗 に 装い ，そ の 各 点刻か ら1本の 赤

褐色の 直立 毛が生え る D 翅 端の 会合角は と

げ状に とが る。 触角は ♂で は 体 長 の 約 2

倍，♀では ほ ぼ翅 端に達す。成虫 出現は 7

月。小笠原 ・奄美大島以南 の 南西 諸島 ・東

南 ア ジ ア に 分布，現在は 日本本土に 侵入 し

て い ない が，危険な害虫 で，万一侵 入す る

と，建物内で繁殖 を繰り返すお そ れ が あ

る。

　覃）ヒ メス ギカミキ リ Palaeocatiidium

η tfiPenne 　MOTSCHULSKY

　成虫は 体長 6〜13mm 。体は 黒色，第 1

節を除 く触角お よび肢は 暗赤褐色，腹部ば

赤褐色。翅鞘が赤褐色の もの ，翅 鞘が 濃藍

色の もの ，翅鞘が濃藍色で，肩部赤褐色の

もの な どの 変種が あ る。成 虫 は 3 〜5 月

に 出現。日本全土 ・樺太 ・朝鮮
・台湾に分

布。

　  トドマ ツカ ミキ リ （エゾマ ツ カ ミ キ

一 74 …

　リ） コ
「
etropium 　 castaneum 　 L，

　 成 虫 は体長．王0〜18mm 。体は 黒色，腹 部

は 褐色〜黒色，翅 鞘と脚が 褐色〜赤 謁色の

もの 丁腿節の 黒色 の もの ，翅鞘 黒 色 の も

の ，全体黒色の もの な どが ある 。複眼は こ

まか い 刻面を もち，完全に 2分され る 。 前

脛節 の 先端に 2 本 の 刺 が あ り，前 胸背板

の 点刻は粗で ，側方に 顆粒状点刻を装 う。

針 葉樹に 食入 して い る幼虫が 羽化 し，博物

館の 内装材か ら成虫が穿孔脱出す る お それ

が あ る。成虫の 出現は 5〜8 月。 日本 ・朝

鮮 ・中国 北部 ・モ ソ ゴ ル
・シ ベ リ ァ ・

欧

州に 分布1 わ が国で は 北海道 ・木 州 に 生

息。

　 以上 の ほか，甲虫類 で は 乾燥不十分な 標

本や多湿に よる腐敗標本に ヒ ラ タ ム シ 科

Cucujidaeや ヶ シ キス イ ム シ 科 Nitiduli・

dae の 害虫が 発生す る こ とが あ る。また ，

穀類標 本に は，コ ク ゾゥ （Rice　weevil ）

SitoPhilus　 zeamais 　MOTSCHULSKY や

マ メ ゾゥ ム シ科 Bruchidaeなどの 害虫が

発生す る お そ れが あるの は もち ろん の こ と

で ある。

　〔∬〕 鱗翅 日　（Moth 　 and 　butterfly）

Lepidoptera

　博物館に つ く虫 と して 主要 な もの は，毛

織物，毛皮，書籍の 装頓，動物標本な どに

つ く衣蛾類　（Clethes　 moth ），穀類 標本

に つ くコグ ガ ・
ノ シ メ コ ク ガ （ノ シ メ マ ダ

ラ メ イ ガ ）な どで あ
’
る 。

　 1，　 ヒ P ズ コ ガ 科 Tineidae

　  イガ （ラ シ ヤ ノ ミ ノ ム シ Casemaking

clothes 　mQth ）Tinea　Peilionella　L．

　成虫は体長 5mm 内外，前翅長 4．5〜6．5

mm 。光沢 ある淡灰褐色。 前翅に は 円形に

近 い 暗褐色の 3 斑紋 をもら，後翅は 淡色 で

後縁に 総状の 鱗毛を 有す。成 虫は 5月中 句

N 工工
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か ら羽化出現，受精 した ♀は 幼虫の 食物と

なる 毛織物 ・毛皮 ・動物標本な どに 産 卵。

5 〜7 日で孵化した幼虫 は，吐 糸 して，や

や 扁平な 円筒形の 鞘をつ くり，その な か に

入 っ て 生活，時 々 半 身をの り出 して 食物を

漁 り，鞘をつ けた まま移動す る e 成長する

に つ れて ，鞘の 一
部を縦に 切 り 開い て 広

め ，そ の 切 口 に 食物 とす る繊維を 当て て 吐

糸でっ つる 。 成長 した幼虫は体長 7mm

内外。 鞘の なか で 蛹化，1週 間 くらい で 羽

化。幼虫態で越 冬。年 1 回の 発 生。熱 帯以

外の 世界各地 に 分布 。

　  コ イガ （Webbing 　 clotheS 　 moth ）

Tineota　biselliella　HUMMEL

　 成虫は 体長 6m 皿 内外，前翅長 5mm 内

外。前 翅 ば と くに 細長 く，淡黄色で斑紋は

ない
。 後翅は前翅 よ り淡色，頭部は 少 し赤

味 を帯 び る。卵は 5 ，6 日で孵 化。孵 化当

時 の幼虫は 淡白色。前種 と異な り，鞘 をつ

くらず， 吐糸して 食害する繊維をつ づ り舍

せ て 小さい ト ン ネ ル 状の 巣をつ くり，そ の

なか に 潜む 。 成 長 した 幼 虫 は 体 長 7mm 内

外。巣 の なか で 繭をつ く っ て 蛹化。蛹期は

1週間 くら暗 （
1，羽 化出 現す る。幼虫は 数

10枚 も重ね た織物を貫通 して食害す る こ と

が ある。年 2 回 の 発生。第 1 回 は 5月 中旬

頃羽化，第 2 回は 8 月上句。 幼虫態 で 越

冬。世界各地 に 分布。

　  ジ ュ ウ タ ン ガ （モ ウ セ ン ガ，Tapestry

moth ，　Carpet　moth ）　TJ’ichoPhaga　ta・

Petiella　L，

　 成 虫は 体kgrnm 内外，前翅長 6〜10m

m 。前 翅 の 基 部 は暗 裼 色，中央 よ り翅端に

わ た り暗福色の 大小不 同の 斑点を もつ
。 後

翅 は淡褐色で 斑紋な く，後縁に 総状の 鱗毛

を有す。成虫は 羽化す る と，屋 外に 飛 び 出

し，種 々 の 花に集 ま り，密を吸 う。♀は幼

虫の 食物 とな る毛織物，カ ーペ
ッ

トな どに

飛来 して産 卵。卵よ り孵化 した 幼虫は 灰 白

色，十分成長す る と，体長 9mm 内外に

達す。運動に ぶ く，毛織物な どの 間 隙に 潜

入，穿孔す．る 。前種 と同様，吐 糸 して 繊維

を つ づ り合せ て 筒を つ くる
。 幼 虫 態 で 越

冬。5 月中 句に 蛹 化。成 虫の 羽 化出現 の 最

盛期は 6 月上 句。年 1回の発生 。 全世 界 に

分布。

　  コ クガ （European 　 grain 　mot11 ）

NeneaPogon　graneiia 　L．

　成 虫は 体長 6mm 内外，前翅長4〜7mm 。

そ の 半 ば大 小不 規 則な褐色斑 を もつ 。下唇

鬚の 中節の 先端に 極少数の 刺毛を有す。幼

虫は穀類漂本を加害する危険性が あるが，

建物 内に大 発 生す る と，排 出物に よる汚染

の おそ れ もある。

　 以上の ほ か ，ボ グ トウ ガ科 （Carpenter

moth ，　Goat　moth ，　Wood 　 moth ） Cos −

sidae ，ス ヵ シ バ ガ科 （Clear　wing 　meth ，

Glassy　wing 　 moth ）Aegeriidae，コ ゥ モ

リガ科 （Hepialid　 moth ，　 GhQst　rnoth ，

Swift　moth ）Hepialidaeの 幼虫に よる木

材穿孔の 危険 もあ る．）

　 〔盗〕　総尾 目（Bristle　tail）Thysanura

　1．　 シ ミ 幸斗（Silver　fish　and 　Firebrat）

Lepismatidae

　本 の 害虫 とい え ば，わ が照で は シ ミを連

想す る 人が 多い が
， 和紙を使 っ た 古い 書籍

や 古文 書 な どをひ ど く穿孔す るの は，前 述

の とお 帆 シ バ ン ム シ類で あっ て，シ ミは

糊づ け した題箋の 部分な ど表面的な食害で

あ る。しか し，糊 づ けした 紙ば か り で な

く，絹 ・人絹 ・ス フ類な ど も加害す る。最

近 ホ ノ ル ル 美術館か ら修理 を希望 して送 っ

て きた 甫霑 （室町時代）の 水墨楼櫚山水の

軸は，一夜の うちに 糊づ けした 絵の 周囲ば

一一75 一
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図 9　 わ が国に おい て書物の 大害虫と誤解

され て い るシ ミ成 虫 （書物の 題箋な ど糊づ

け され た部分 を食害す る表 面的 な 被害）

か りで な く，画 面 の 諸所が ひ ど く加 害 さ

れ，表面的な加 害とい っ て も絵画の 場合に

は 墨 跡が消え て しま っ て い る の で ，ど うし

ょ うもない 状態に な っ て い た。

　  ヤマ トシ ミ　（Oriental　 silverfish ）

ctenolepisma　villosa　ESCHERICH
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　成虫は 体長 ♂ 8mm 内外，♀9m 皿 内

外。暗灰色の鱗 片に お おわれ，銀白色の 光

沢 を 帯び る e 末端第 工0腹節は 短 い 倒梯形 で ，

後縁中央部がや や凹 むこ とを特微とす る。

目本
・台湾

・
中国 ・ジ

ヤ
ワ ・イ ソ ド・フ ロ

ーレ ス に 分布。

　  シ ミ　（セ イ　ヨ ウ シ ミ，　Europian

silverfish ）　Lepisma　saccarina 　L ，

　成虫は 体長 9mm 内外。暗灰 色 の 鱗片に

お おわれ，前種 より黒っ ぽい 。簓10腹節は

方形で 後角が 円く，縦 が幅 よ り長 く，第 9

腹 節の 2 倍 以上 ある こ とを特微 と する 。 加

害状態は前種同 称、Walldng 　fish とも呼

ばれ，原産 は旧 北区 で ある が，現在は 全 世

界に 介布。

　  マ ダラ シ ミ （Firebrat） Therinobia

domestica 　PACKARD

　成 虫ほ 体長 ♂8，5mm 内外，♀11mrn 内

外。体は や や幅 Jl
’
く，地 色 は黄 白 で あ る

が，灰白 ・黒裼色の 鱗片をまだ らに 散布。

第 lO腹節ボ 扁平な 三角形を呈す る こ とを 特

徴 とす る。加害程度は 前 2 種 よ りひ どい
s

ア ジ ア ・
欧州

・北米 ・ア フ リカ ・豪州の 温

帯 熱帯 に分 布。

　 〔旧 　網翅 目 Dictyoptera

　 こ の 目は ゴ キ ブ リ類 と カ マ キ 丿類 で ある

が ，後者に よる加 害例は な い 。

　 1，　 ゴ キ ブ リ科（Coclcroach ，　Blattaria）

Blattidae

　 ゴ キ ブ リ類の 書物の加害は，糊つ げ した

表紙の 部分が 噛 られ，洋書の ク ロ ース ，和

書 の 表紙 の 剥げて 部分的に な くな っ て しま

うこ とがある。 使用 した 糊の 種類に よっ て

も被害程度が異な る よ うで あるが，とくに

洋書の 被害が多い
。 皮 ・

羊皮紙 も加害され

る。また，群集す るの で ，糞に よ る 汚染 も

ひ どい。木彫仏傑の 欠損部を修理 す る場 合

図10
被害

に ，でん ぷん糊 を使用す る と，再 び こ の 部

分が加害され るおそれがあ る。

　  ヤマ トゴ キブ リ （Japanese　 cock −

roach ）Periptaneta ゴaPonica 　KARNY

　成虫は 体 長 ♂25mm 内外，♀20mm 内

外。黒褐色。翅は ♂で は腹端を 越え，飛行

する こ とが で ぎるが，♀で は腹部の 中央節

付近 まで しか な く，飛 行で きない 。

　  ク ロ ゴキブ リ （Smoky ・brown

ceckroach ）P ．　fuiiginosa　SERVILLE

　成 虫 は体 長 25〜40mm の 大型種。光沢あ

る黒福色 。 翅は ♀♂と もに 腹端よ り長い 。

幼虫は は じめ 黒 く，腹に 白い 横 の バ ン ドが

あb，成 長する と赤褐色に な り， さ らに 黒

褐色 に な る。日本 ・台湾
・i†南部お よび 西

部中国 ・北 米南部諸州 ・南米 ・＝コ・R ル 諸

島な どに 分布，わ が園で は関東以南，西方

奄美大島まで に 生息 南方に い くに した が

い 多 く，と くに九 州が璧
’
息密度 大 である。

伊豆 諸島に も分布。

　  ワ モ ンゴ キブ リ （American　 cock ・

roach ）P ．　 americana 　L ．

　成虫は 体長 ♂33〜43mm ，♀30〜35mm 、

最大型種。茶褐色で ，前 胸背板に黄 （福）

洋書の 皮表紙の糊づ け した背の 部分の ゴ キ ブ リに よ る

色の 輪絞がある の で ，こ の

名称が あ るが 、 なか に は 輪

紋が不 明瞭 で，四 鬮 や九州

の 一部に 生息す る トビ イ ロ

ゴ キブ リ （Brown 　 cock ・

roach しPL　brμ nnea 　BUR 曽

MEISTER 類似の もの もあ

る。しか し，尾 毛 は 長 大

で ，八 字状に 踊い て い るの

で ，区別で きる。熱帯亜熱

帯に 分布する。わ が 国 で は

現在関 西 以西 の 海岸線に そ

っ た とこ ろや 温 暖 な地域 に

生息。

　2，チ ャ
バ ネ．ゴ キ ブ リ 科 Blattellidae

　  チ ャ バ ネゴ キブ リ　 （German 　 cock ・

roach ）BlatteUa 　germanica 　L．

　成 虫は 体長 ♂エ2〜15mm ，♀11mm 内外

の 小 型種 。 他 種 よ り淡色 （黄褐色）で ，前

胸背板に 1対の 黒褐色の縦斑紋が 明瞭に 認

め られ，下端で 近接す る こ とがない 。世界

共 通種で t わ が 国で も全 土 に 分布。

　〔V 〕 膜翅 目 （Ant，　 Bee ，　 and 　Wasp ）

Hymenoptera

　L 　 ア リ科 （Ant ）Formicidae

　博物館の 建物が 鉄筋 コ ン ク リート造で あ

れ ば，ア リ類 の 侵入は 少ない が，油断を し

て い ると，気づ か な い 間 に 侵 入 され，昆虫

標 本を加 害され るおそ れがあ る。

　  匕 メア リ　Mon σmori ” m 　 niPonense

WHEELER

　職 蟻は 体長 2mm 内外，細長い 小型種 で

ある の で ，よ く注意 しな い と，発見 しに く

い 。体の 前半は 黄褐 色，腹部は光沢ある黒

色 。 本種に 似て全身黒色 の もの を ク ロ 匕 メ

ア リ M ．floricola　JERDON，黄色 の もの

を キ イロ ヒ メア リ M ．riviale　WHEELER
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淡黄褐色で 腹部第 1 環節後縁か ら先の 方各

環 節 が灰 褐 色 の もの を イエ 匕 メア リ

（Pharaoh　ant ）　M ．　Pharaonis　L．　と い

う。
こ の 仲間は と くに 昆虫標本を 襲 うお そ

れ が あ る。

　 こ の ほ か 博物舘敷地 内に 古 い 民 家な どを

移築 した場合に は，木材内営巣性 の ム ネア

カオオア 1丿　（Reddish−busted　carpenter

ant ）CamPonotus　obsc ”riPes 　MAYR ，ア

ミメア リ　（Network ・marked 　ant ）Pris・

tomyrmex 　Puxgens　MAYR 　tsどの 加害が

お こ る ．

　 2．　 ミツ バ チ 科（Bee）Apidae（Xyleco・

pidae）

　   ク マ バ チ （Carpenterbee）XylocoPa

aPPendiculata 　cirCttmvolans 　SMITH

　 体長 ♂20〜24mm ，最大型踵。体は 黒 っ

ぽい が，大顎基都の 小紋，頭楯，頭楯上板

の 三 角紋お よび柄節前 面は黄色。胸部 背面

と中胸側板上 部に 黄色毛 が密生 す るが，他

の 部分の 毛は黒褐色 D ♂の 前翅端は ♀の そ

れ よ り尖 る e ♀の 胸部背面の 黄色毛が 黒褐

色に な っ た変種 もい る。古い 建造物 の 木材

部分に IE1Omm 内外の 円孔を もっ た 不 規則

な 長い 孔 道を 穿つ 。こ れ はそ の なか に 花密

花粉を 集め て 育児す るため に 加害 した もの

で あ る
。

　 こ の ほ か ，ハ チ 類で は ギ バ チ 科 （Wood ・

wasp ，　HQrntail ）Ciricidae の 幼虫に ょ っ

て 木材が 穿孔 された り，ジ ガ バ チ 科

（Sphecid 　wasp ）　Sphecidae の 成虫が営

巣す るために 運搬 して きた 泥に よ っ て汚染

され た りす る お それが ある 。

　 田 〕 等翅 目 （Termite、　Whlte 　 ant ）

Isoptera

　 前 目同様，博物館の 建物が鉄 筋 コ ン ク リ

ー
ト造で あれぽ，シ ロ ア リ被害は ほ とん ど

お こ らない が，それ で も温暖な地 方で は そ

の 危 険が あ りJt 木
・
紙 な どセ ル ”／一ス 素材

の もの を 同
一
場所 に 長 期 閥積ん で お くと

，

気づ か な い 間 に 被害を うげ る こ とが あ る。

また，移築 した 木造建築物で は ，最 も危険

な害虫で あ る こ とは い うま で もない 。収蔵

物 だけ
『
が 加害 され るこ とは ほ とん どな く，

建 物が 加害 され た 時 に ，た また まそ こ に 収

蔵物が ある と，それが同時に 被害を うけ る

図11 シ ロ ア リに よる書籍の 被害

こ とに な る。

　わが 国で生息が記録されて い る シ t＝ア リ

の 種類 は 現在14種 で ある が，実際 に 建物を

加害する の は，イエシ 卩 ア リ ・ヤ マ トシ ロ

ア リ ・ダイコク シ 卩 ア リの 3 種で ，他 は 野

外の 枯死枝，枯死 木寄生 が 主 である。

　1．　 ミ ゾガ シ ラ シ ロ ア リ 科 Rhinoter −

mitidae

　  ヤ マ トシ ロ ア リ （Japanese　termite）

Reticutite7me55Pe アatUS （KOLBE ）

　 シ 卩ア リは 社会生活を行 う昆虫で ，木材

を 加害す る職蟻 （Worker 　 termite 体長

3．5〜5．Omm ）は 白 っ ぼ く、各階級（Caste）

の なか で 最も多数い るか ら，白い ア リーシ

P ア リ と呼ば れ る よ うにな っ た もの と思 う

が，漁食，営 巣，蟻 道媾築 な ど，い っ さい

の 雑事を 引き うけて い る 階級で ある。自衛

の 任 に 当た る兵 蟻 （Soldier　termite 体長

3．5〜6．0 皿 m ）は，胴は 白 っ ぽい が，頭部

は 黄褐色 で，両 側 がほ ぼ 平行 して い る。額

腺 は あるが，退 化 して い て ，乳 白 色 の 分泌物

質 （防御物質）を出 さない 。職 蟻 ・兵 蟻 は

非 生殖 階級 で ある e
三ン フ （Nymph 亜成

図12　イ ＝ シ ロ ア リの 集団 （頭部先端に 突出 した 大顎を も っ て い る

の が兵 蟻，大 顎が突出 し
rT

い ない の が 職蟻）
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虫，体長4．e〜6，5mm ） は 完全変態を行 う

昆虫の 蛹に 相当 す る 時 期 （Stage）で ．

職蟻 に 似 て い る が，や や 大き く，胸 部に 短

い 翅芽 を具え る o 有翅虫 （羽鱶 ，Winged

termite，　 Alate ，体長4，5〜7．5mm ）は ニ

ン フ の 翅 芽が 伸 びた もの で ，黒褐 色，一部

黄 色。生殖 力を もつ 着い ♀♂で ある 。 こ れ が

群飛 （Swarming ，　Nuptial　flight）し て ，

雌雄 カ ップ ル に な り，営 巣 して 新 しい コ Pt

ニー（Colony 社会）を 創設 し，数年後に

は ，女 王 （Queen 体長 11．　O〜15．　Omm ）

と王 （King 体長 S．0〜6，5mm ）とな り．

産卵数を 増 し
， 数万の 大群に 発達 して ，建

物 を加害す るよ うに な る。加 害 材 巾に 生 活

し，と くに塊状の 巣は つ くらな い n 日本全

土に 分 布、北限は 旭川付近 と思 われ る。

　   イエ シ ロア り　 （Farmosan 　 subter −

　 ranean 　termite，　 HOUSe　termite）

　 CoPtotermes　fermesanus　SHIRAKI

　 前種 と似て い るが，体 長がや や 大き く，

職蟻3，3〜5．2mm ，兵蟻 3．8〜6，5mm ，ニ

ン フ 6，4〜8．ユmm ，有 期 虫 7．4〜9、7m 叫

女王 27〜4emm 、王 は 有翅 虫 の と きとあ ま

り変わ らな い 。兵蟻 の 頭 部は 前種 と異 な り，

卵形で ，額腺よ り乳 白色の 防 御物 質を 出す

の で ，こ れ らに よ って 区 別 で きる。（シ ロ ア

リの 種類 の 区別は 兵蟻 の 頭部形態に よ るの

が 最 も確 実丿。有翅 虫の 色 も箭種 と異 な り，

黄 鞨色。地下 また は 建物内に 塊状の 巣を つ

くり，これ よ り蟻道を構築 し，こ れを通 っ

て建物の 木材部を食い 荒 らす。大 繁 殖 し

て ，数le万の 大集団 とな る の で t 加害の 程

度 は前 者 よ りひ ど く、九州 では 「ど うと う

す （堂倒 し）」 と呼ばれ てい る。 わが国に

お ける分布は，戦前静岡県以西 の 温暖な海

岸線に 沿 っ た地 域の み で あっ た が，戦後神

奈川県横須賀市に 定着 し，さ らに 最近は 蓁

野 に も生 息 して い る）

　 2．　 レ イ ピ シ 卩 ア リ科 Kalotermitidae

　   ダイコ クシ ロ ア リ　（Daikoku　dry．

　 WO 【滅 temite ） CryPiot ¢ rmes 　 do・

　 mestibus （HAVILAND ）

　 乾材 シ ロ ア リ の 仲間で ，多 くの ・？　P ア リ

が 水分を 好む の に 反 し，本種は キ ク イ ム シ

類 の よ うに 乾材を加害 し ，加害材の 外に 乾

い た 砂粒状の 糞を 排出 する 特 徴が ある。兵

蟻 （体長 3．5〜5．5mm ）の 頭部は ，前面が

裁断状で ，槌か ら．見 ると，大黒天の 頭部に

似 て い る の で ，： の名 称が あ る。奄美大島

以南 に 生息す るが，時 々 ピ ア ノ ・
ス テ za

な ど の 乾 材部 に 入 り，引越 し荷物 と と もに

本土 に 運 ばれ て くる の で ，分布圏を拡大す

るお それ が ある 。

　 〔顎〕　 噛 虫目　（Book −lice　 and 　 psocid 、

Dust・lice）Psoceptera

　欧 州で は ホ ン ジ ラ ミ　（Book ・lice） と呼

ば れ r書籍 の 害虫に な っ て い る。わが 国 で

は 古 くか ら大顎で 障子紙の 繊維を咬む際に

た て る 音が お 茶を た て る音に 似 て い るとい

うとこ ろか ら，チ ャ タ テ ム シ と呼ばれ る よ

うに な っ た とい わ れて い る。糊の つ い た障

子紙や 書籍な どを 好む よ うで ある。乾燥 動

植物標本
・書籍などの 害虫で，博物館 ・資

料 館
・美術 館な どの 陣列 ケ ー

ス 内に 常住 し

て い る こ とが 多い 。 超小型種 （1 ，2mm

内外）で あるの で t 大害は ない が，それ で

も砥や 布が穿孔 され るこ とが ある 。
コチ ャ

タ テ （Flour　book・艮ice）Tregi ＃ 〃 t（Atro ・

Pos）palSatorium　L ．，カ ツ ブシ チ ャ タ テ

（Dried 　fish　book・lice） LiPoscetis　 en ．

tomoPhilzas　Era）ER ＝EIN 、そ の 他か な り

多くの 種類がある。

　 〔田 〕　双 翅 目 D ｛ptera

　 ハ ェ ・ヵ の 類で ，博物館の 展示 贔や収蔵

　品 を排出物で汚染する おそれ が あ る。

　　 イエ ’｛工 　（Heuse　fly，　Oriental　house

　　fly）」撫 鋤 don昭 stica 此 f”σ MAC −

　　QUART，ヒ メイエ ’t工 （Llttle　house

　　fiy）Fannia 　canicularis 　L ，オ オ ク ロ

　　バ エ （oriental　b畳ow 　fly）CaUiPhera

　　lata　CbQml ⊥ ETr ，ヒ ロ ズ キ ン バ エ

　　 （Wide −fronsed 　 blow 　 fly） Lucilia

　　（Phaenicia ） sen
’
cata 　METGEN ，そ の

　他建物 内 に 飛 来す る ハ エ の種類は は なは だ

　多い
。

　　〔K 〕 直翅 目 Orthoptera
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　 欧州 では コ オ 卩 ギ科 Gryllidaeの Am ・

　 ♪hithcusta　caraibea 　SAUSS 　（House

crieket ） が 書籍を ひ どく加害 した 記録が

あ り，イ ソ ドで も同科別種の 加害が報告 さ

れ て い るq また，ニューギニァ で は コ ロ ギ

ス 科 （Tree　cricket ）　 Gryllacridae　に

属す る昆虫が 電灯に 誘わ れ て夜間 建物内に

ば い り，布類 ・カ ーテ ソ ・織物 ・紙類 （霽

類 ・雑誌）な どを種 々 の 大 きさに 切断 して

い る。パ ブア Papuaで は 一般に 「C毬 ico・

eater （キ ャ ラ コ を食 う奴 ）」 の 名 称で 呼 ば

れ て い る。 また ，豪州 で ParagryJtecris

combusta 　 GERM が カ ーテ ン を 加害 して

い る。こ の 種は 種 々 の 物質を寸断 して ．そ

の 下に か くれ ると信 じられて い る 。 この よ

うな事例が海外に あ るの で ，わ が 国の 博物

館に お い て も近似 種に よ っ て 加害 され るお

・
τれがある 。

　 以上 「博 物館に つ く虫」 とい う表題に従

っ て，わ が 国の 博物館で 害 を及ぼす昆虫類

を列挙 して きた が，最後に 昆虫 で は な い

が，加害の 危険性あ るもの に言及 して お き

た い
。 まず第 1は 鼠害で ある。鉄筋 コ ソ ク

リート造で も，ひ とた び ネ ズ ミに 侵入 され

る と， 大害を うけ る こ とが ある。展示品で

も油断で きな い が，収蔵 品 とな る と，長 く

目に つ か ない こ ともあるの で ，ネ ズ ミの 侵

入防止は と くに 厳重 で あらねばな らない
。

中尊寺の藤原氏 3代の ミ イ ラや それ が納 め

られて あ っ た 金棺 （国宝）な ど も虫害ばか

りで な く，鼠 害を ひ ど く受 げて
．
い た こ と

は，ま こ とに 遣憾で あ っ た 。 また．奈良の

正倉院の 御物 を 調査 した際に ，校倉内で多

数 の ワ ラ ジム シ Porcetlie　 scaber 　LAT −

RE 工LLE ，ホ ソワ ラ ジ ム シ Met｛）panerthus

Pruinesus（BRANDT ）を採集 した 。　さ ら

に ，近 年や っ か い な事項 と して 取 り 上 げ

られ て い るの は ，ド バ ト （土鳩，堂 鳩，

Columda 　livia） の 糞害で ある。 起物の 内

部に 侵入 して くるわ けで は ない が．建物を

は なば だ し く汚染 し，博物館の 美観を著 し

く損 5の で ，こ の 対策 も緊急を 要す る問題

で ある 。　　 （慶応 義塾大学生物学教室）
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